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国立情報学研究所では仮想マシン貸し出し型のプライベートクラウド edubase Cloud や，物理マ
シン貸し出し型のプライベートクラウドの開発，運用を行なっており，さらに，新たにインタークラウ

ド基盤プロトタイプの開発を行い，試験運用を開始している．このような多種のクラウドを少人数の

チームで運用するための，俯瞰視点を重視した運用監視システムの開発，試験運用について報告する．

Development of Cloud Monitoring System using boundless Map
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National Institute of Informatics has developed a private IaaS cloud ”edubase Cloud” and
a private bare-metal IaaS cloud ”Gunnii”.Additionally, now we have just developed ”Aca-
demic InterCloud(AIC)” prototype, it will run in trial.We report development and trial of our
monitoring system prototype which provides a bird’s-eye view for small operation team.

1. 背景と目的

国立情報学研究所では教育関係者向けとして，仮想

マシン貸しサービス edubase Cloud1)や，所内研究者

向けとして，物理マシン貸しサービスGunnii2)の運用

をおこなっている．これらは国立情報学研究所で独自

に保有，運用するプライベートクラウドであり，オー

プンソースソフトウェアをベースとしている．これら

は利用内容が多様なうえ，300台近くあるサーバーの

スペックや設定の混在に加え，経年劣化による故障な

どさまざまな要素を調整しながら運用する必要があっ

た．これらの運用作業の中で，クラウドに関係する要

素を横断的，直感的に把握するため，独自監視システ

ム3) を開発し運用を行ってきた．

加えて，新たに学術，研究機関の間で活用すること

を想定した，アカデミックインタークラウド (AIC)プ

ロトタイプ4) の開発を行い，運用を開始しようとして

いる．運用対象を増やしながらも運用コストを抑える
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ためには，運用チーム以外の人間とも知識，状況を共

有できるようにすることが必要であると考え，以下の

ような運用監視システムの開発を行った．

• 俯瞰的なビューが構築できる：システムの構成な
どの設計情報や，現状に関するメトリクスの変化

など，横断的に閲覧できるビューを持つ．表示内

容は人間が必要に応じて編集することができる

• ビューが共有できる：運用チーム以外，意思決定
をする人間や利用者が同じビューを共有できる．

ビューには閲覧者がコメントなどを書き込むこと

もでき，情報を蓄積する場としても機能する

設計情報と現状の重ね合わせ，ハードウェアとソフ

トウェアの横断など，必要に応じてビューを構築，共

有できるようにすることで，運用チームだけでなく，

利用者，意思決定者などにも知識や状況を共有し，効

果的な運用を行えるようになると考えている．

2. 関 連 研 究

プライベートクラウドの監視システムとしては，

CERN の Agile Infrastructure の監視システム5) が

挙げられる．また，IaaS の普及により多くのマシン

を管理する必要性が出てきたことで，CloudPhysics6)

のような運用監視 SaaSなどのサービスも現れてきた．

いずれも各種メトリクスを配置したダッシュボード



図 1 メトリクスの表示

によって運用の助けにしようとしているが，本研究に

おいては，現在の状況だけでなく，設計情報の理解補

助も目指しているという点で異なる．

3. 「マップ」ベースインタフェース

本システムはドローイングツール Inkpodおよびそ

のアプリケーションサーバ OAR7) をベースに開発し

た．Inkpod OARではサイズ制限のない「マップ」上

に任意の形状のオブジェクトを配置し，それらを関連

線でつなぐことができ，描いた内容は Google Maps

のようなビューで共有することができる．システムの

構成要素を人間がすべて手で描いていくことは難しい

ため，機器から収集した構成情報 (物理的なホスト構

成，およびネットワーク構成)を図式化する処理や，複

数オブジェクトの操作を補助するようなプラグインな

どを用意し，人間はレイアウトの調整のみ考慮すれば

よいようにした．

また，トラフィックなどのメトリクスは，図 1のよう

に，オブジェクトに対してグラフ出力を示すオブジェ

クトを接続するという形で記述できるようにした．グ

ラフの由来がオブジェクトとの関連から明らかになり，

説明テキストなどを配置することもできるため，理

解しやすいものになる．メトリクスは IPMI, munin,

SNMPをサポートしている．

4. 実運用への適用

本システムを試験運用として Gunnii(マシン数 70

台強)に対して適用した．500個弱のグラフとそれぞ

れの関係性を構造とともに表示，監視している．

特定のマシンについては，特殊なパケットの送信が

ネットワーク全体の負荷を上げたことがあり，図 2の

ように細粒度で監視することをおこなっている．他の

ポートについては全体的に俯瞰，比較できるように小

図 2 特定ノードの注目

さく，共通のスケールで表示している．

5. 結 論

本論文では，多様な要素から構成され，多様なユー

スケースで利用されるクラウドに関して，「マップ」ベー

スのインタフェースを備えた運用監視システムを開発

し，実運用に適用している一例を示した．

情報システムに要求される機能はますます増え，単

一のハードウェア，ソフトウェアでの機能の実現は困

難になっている．そのため，オープンソースソフトウェ

アを含む多くの部品を組み合わせることになるが，こ

れらを独自に理解し，運用することはますます困難に

なっている．このような状況では，運用チームだけで

なく関係するメンバー全員を巻き込んだ体制を作るこ

とができるツールが重要であると考えている．
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